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 (開会) 

 

議題(１)「新町建設計画の進捗状況」について説明をお願い

します。 

 

(新町建設計画の進捗状況について説明) 

 

質疑等ありませんか。 

 

(なし) 

 

議題(２)「海業」について説明をお願いします。 

 

(海業について説明) 

 

質疑等ありませんか。 

 

自分たちが住んでいる所はすごくきれいで、町外から来た人

からは「幸せですね。」と言われますが、自分たちにとっては生

活の一部であり普通です。また、特に若い人が子育てをして生

活していくには大変で、人口減少の要因でもあると思います。

そういった中で海業に取り組んでいることは良いと思います。 

 

海業が人口減少対策に繋がるかというと難しいとは思ってい

ます。車でなければ買い物や病院に行けないなどといった悩み

を解決していかなければ、本当の意味での衰退は止まらないと

思います。それを全て海業で引き取って解決できるかというと

難しいですが、一方で何かをしなければならない中、魅力的な

ものとして魚やきれいな海があり、生業がそこにあるというこ

とは未来永劫続くので、今の若い人たちが再評価して何か良い

ことができないかと注目を集めそれを活用した活性化策が展開

できたら、新しい血が入って新しい形での持続的な町づくりが

できると思っています。 

 

ぎょしょく教育について、子供たちは魚が大好きでもお母さ

んがその魚の調理方法を知らないから、子供たちだけではなく

お母さんたちと一緒にぎょしょく教育の環境を作ることが大事
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だと思います。私たちが子育てしていた頃、お母さんと一緒に

料理をした子供たちは本当に喜んでいました。イベントも良い

ことだと思います。今年はカキ祭りがありましたが、たくさん

のお客さんがいて大盛況でした。それらのイベントを通じて魚

を知ってもらえたのも良かったと思います。 

 

ぎょしょくの授業に何件か行きましたが、保育所や幼稚園ま

では親も一緒に参加していましたが、小学校以上になるとなか

なか一緒に参加できていませんでした。そもそも、親が愛南町

を良いと思っていないと子供が良いと思わないのはそのとおり

です。魚についても然りで、そこは課題だと思います。一方で

そこに注目して何かするというアイデアはなかったので、大切

な御指摘だと思っています。イベントをするというのは一つの

解決策だなと改めて気付きました。 

 

西海地域は、すごく海がきれいですごく良い資源がある中、

少子高齢化が進んでいて、皆が仕方ないとかできなくなってく

るとか考えるのではなくて、何かできることを探していけば良

いと思っています。説明でもあったガンガゼウニに注目するな

ど、見方を変えたら今まで何とも思わなかったものが宝物にな

り、皆が前向きに考えていけば変わると思います。そのために

も海業は大事だと思いました。 

子供たちに関しては、せっかく良い環境があるので、地元の

子供も県外の子供も皆で何かできたら楽しいかもしれません。

例えば夏休みに、船越小学校で一緒に生活して魚や海に関して

学んだり遊んだりするなど、子供たちも家族も含め皆でできた

ら楽しいだろうなと思います。 

 

魅力的なことはまだまだたくさんあるので、どんどん生かし

ていきたいと思います。 

 

皆さんに知っておいてほしいことがあります。こうやって会

の中では意見は出るのですが他人任せになりがちです。海業は

皆で協力してやろうとなっているのですが、そうなったときに

いろいろな問題が出てきます。結局その問題点とは何だろうと

考えると、隣の人のことを何も知らないということがすごく大

きいと思います。私は町外から来ましたが、皆さん同士が知り

合いだったとしても、どこに住んでどういう仕事をしてどうい
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手塚会長 

 

全委員 

う家族構成か全く何も知らないので、仕事として考えたとき何

も知らない状態で協力だけしたいといってもできないと考えて

いるので、課長や室長や皆さんを巻き込んでライングループを

作り、お互いを知る場所を作ろうということをしています。こ

れが成功するかどうかは分かりませんが、コミュニケーション

の形成はすごく大事だと思っていて、会議のような場ではちょ

っと喋れないようなことも話せる場所を作って、事業所同士の

知り合いができたらいろいろなことができるのではないか、産

業についてもつながっていくのではないかと考えているところ

です。そういった産業やコミュニティが生まれるのであれば、

外の人が来る理由が生まれ、愛南町の人口増まではいかなくて

も若い人を入れていくということはできると思います。本当に

魅力的な土地なので私もこれからも頑張っていきたいです。 

 

私も頑張っていきたいので今後もお願いします。 

 

その他質疑等ありませんか。 

 

(なし) 

 

その他、町に対し全体での質疑等はありませんか。 

 

能登半島地震発生地域と愛南町は同じ地形で危機感を持って

いますが、陸の孤島となれば水も電気もない状況となります。

内泊地区の避難場所は昔の西浦小学校で、防災倉庫もない状態

です。区長とも話したのですが、テントを建てられるぐらいの

広さがあるので、防災倉庫を建てて何らかの備蓄を置いてもら

いたいと思っています。 

 

内泊地区の区長から要望をいただいた案件だと思われます

が、航空写真等で確認する限りは対応できそうなので、防災対

策課に指示しているところです。更に発災した時に仮設住宅が

建てられるようにするなどの話もあれば、今後も相談に乗って

いきたいと思っています。 

 

その他質疑等ありませんか。 

 

(なし) 



 

(閉会) 

 


